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＜7 月の予想外の貿易赤字の結果、7-9 月期の成長率予測は 2%台に低下＞ 
 

先週(8/19-8/23)は、7 月の貿易統計、6 月の全産業活動指数及び景気動向指数(改訂値)が更新された。これらのデー

タは純輸出及の予測に影響を与える。 
7 月の貿易収支は 13 ヵ月連続の赤字となり前年比+93.7%と大幅に拡大。貿易赤字は市場予想を上回り、単月と

して過去 3 番目の大きさ。季節調整済値も 29 ヵ月連続の赤字となり前月比+42.3%拡大した。2 ヵ月ぶりの増加。7
月の貿易赤字は 4-6 月平均比+28.7%拡大した。4-6 月期は 5 期ぶりに縮小(前期比-17.5%)し 7-9 月期も引き続き縮

小が期待されたが、7 月は予想外の悪い結果となった。 
貿易収支を地域別にみれば、対米貿易黒字は前年比+18.6%増加し 7 ヵ月連続のプラス。対米輸出では自動車が好

調である。対アジア貿易収支は 6 ヵ月連続の黒字となったが、同-67.9%大幅減少した。対アジア輸出は対米や対 EU
向けに比して勢いが弱い。対 EU 貿易収支は 7 ヵ月連続の赤字となったが、EU 経済が 4-6 月期に 7 期ぶりにマイナ

ス成長から脱したため、対 EU 輸出は持ち直している。 
重要視している支出サイドからの成長率予測は純輸出の下方修正から今週は大幅に下方修正(+4.9%→+2.4%)さ

れた。一方、生産サイドの成長率予測(参考値)は小幅の下方修正(+0.7%→+0.3%)にとどまったため、両モデルから

の予測値の乖離幅は縮小してきた。今週末には 7 月の統計が集中的に発表される。生産サイドの成長率が上方修正

されるか注目している。 
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▶先週(8/19-8/23)は、重要な 7 月の貿

易統計が更新された。これは純輸出

の予測に影響を与える。 
▶7 月の貿易収支は 13 ヵ月連続の赤

字となり前年比+93.7%と大幅に拡

大。貿易赤字は市場予想を上回り、

単月として過去 3 番目の大きさ。 
▶季節調整済値も 29 ヵ月連続の赤字

となり前月比+42.3%拡大。2 ヵ月ぶ

りの増加。7 月の貿易赤字は 4-6 月

平均比+28.7%拡大した。4-6 月期は

5 期ぶりに縮小し 7-9 月期も引き続

き縮小が期待されたが、7 月は予想

外の悪い結果となった。 
▶重要視している支出サイドからの

成長率予測は純輸出の下方修正から

今週は大幅に下方修正 (+4.9%→

+2.4%)された。一方、生産サイドの

成長率予測は小幅の下方修正。今週

末には 7 月の統計が集中的に発表さ

れる。生産サイドの成長率が上方修

正されるか注目している。 
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